
静岡市を「日本一働きやすく
住み続けたいまち」に。



私たちの思い

労働問題に苦しんでいる人を、
1人でも多く救いたい



時間外労働の時給が払われず、労
働時間を時給に換算すると最低賃金
を下回った。不満に感じて仕事を辞

めた。（H２８年８０７円）
（19歳男性）

飲食店勤務で、仕込みがあるから早
めに出勤しなければいけないんだけ
ど、仕込みの時間は働いたことと見

なされていない…
（18歳女性）

有休を申請したが、仕事が忙しいし
その他の職員は有休を使っていない
ので、認められないと言われた。

（23歳男性）

契約書には有休ありの記載
がされていたから取ろうとした
ら、ごまかされそうになった…

（実体験）

アルバイトなのに
11時間労働させられたよ…

（20歳男性）

静岡市の若者の声

僕らと同じように、もっと
困っている人はたくさん
いるんじゃないの？？



提案

1人でも多くの人を救うための
相談窓口と交流会
を運営する団体の設立



労基署

弁護士

労働組合

静
岡
市
の
若
者

②交流会
（勉強会や労働に菅するテーマ
について話す場として活用）

①相談窓口
（SNSやTELやメールを使用し、
相談対応、内容によっては面談



市の役割

・助成金
（交流会の会場費・交流会による勉強会の講師謝金）

・後援的立ち位置
（市の後援なしの団体がいきなり相談窓口を始めても信用性
に欠ける）



最後に

みなさん、静岡市を

「日本一働きやすく住み続けたいまち」

にしましょう！


